
第

１

師

団

は

３

月

28

日

か

ら

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

に

対

す

る

水

際

対

策

強

化

の

た

め

、

帰

国

者

等

の

宿

泊

施

設

に

お

け

る

宿

泊

及

び

輸

送

支

援

を

実

施

し

た

。

市

中

感

染

拡

大

防

止

に

関

し

て

は

４

月

６

日

、

東

京

都

知

事

よ

り

災

害

派

遣

要

請

を

受

理

し

、

４

月

７

日

か

ら

、

東

京

都

の

準

備

し

た

宿

泊

施

設

に

お

け

る

無

症

状

・

軽

症

患

者

に

対

す

る

宿

泊

支

援

を

実

施

す

る

と

と

も

に

、

東

京

都

庁

職

員

等

に

対

す

る

宿

泊

支

援

に

係

る

ノ

ウ

ハ

ウ

の

継

承

を

実

施

し

、

13

日

に

災

害

派

遣

の

撤

収

要

請

を

受

理

し

、

活

動

を

終

了

し

た

。

ま

た

４

月

13

日

、

埼

玉

県

知

事

よ

り

災

害

派

遣

要

請

を

受

理

し

、

４

月

14

日

か

ら

、

無

症

状

・

軽

症

患

者

に

対

す

る

宿

泊

支

援

（

ノ

ウ

ハ

ウ

の

継

承

を

含

む

）

及

び

自

治

体

の

輸

送

力

が

不

足

し

た

場

合

の

輸

送

支

援

を

実

施

し

20

日

に

災

害

派

遣

の

撤

収

要

請

を

受

理

し

、

活

動

を

終

了

。

４

月

17

日

、

神

奈

川

県

知

事

・

千

葉

県

知

事

よ

り

災

害

派

遣

要

請

を

受

理

し

、

東

京

都

や

埼

玉

県

同

様

の

支

援

活

動

を

実

施

し

26

日

に

災

害

派

遣

の

撤

収

要

請

を

受

理

し

、

活

動

を

終

了

し

た

。

更

に

、

４

月

27

日

、

茨

城

県

知

事

よ

り

災

害

派

遣

要

請

を

受

理

し

支

援

活

動

を

実

施

し

28

日

に

災

害

派

遣

の

撤

収

要

請

を

受

理

し

、

活

動

を

終

了

し

た

。

第

１

普

通

科

連

隊

及

び

第

34

普

通

科

連

隊

は

４

月

６

日

、

第

32

普

通

科

連

隊

は

４

月

７

日

、

第

１

特

科

隊

は

４

月

８

日

、

令

和

２

年

度

自

衛

官

候

補

生

の

入

隊

式

を

各

部

隊

の

教

育

隊

に

お

い

て

挙

行

し

た

。

入

隊

式

は

例

年

で

あ

れ

ば

、

候

補

生

の

家

族

及

び

来

賓

等

、

多

数

の

参

加

を

得

て

盛

大

に

行

わ

れ

る

が

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

に

対

す

る

拡

大

防

止

策

と

し

て

、

隊

員

の

み

で

行

わ

れ

た

。

式

に

臨

ん

だ

１

普

連

１

２

９

名

、

32

普

連

１

１

６

名

、

34

普

連

１

０

４

名

、

１

特

55

名

の

自

衛

官

候

補

生

た

ち

は

、

元

気

い

っ

ぱ

い

に

「

宣

誓

」

を

行

っ

た

。

【

各

教

育

隊

自

衛

官

候

補

生

た

ち

の

コ

メ

ン

ト

】

◆

1

普

連

教

育

隊

２

区

隊

２

班

武

田

候

補

生

（

32

歳

）

は

「

父

親

の

よ

う

に

体

力

も

あ

り

、

す

ご

く

頼

り

に

な

る

自

衛

官

に

な

れ

る

よ

う

、

日

々

の

体

力

練

成

を

頑

張

り

た

い

」

と

話

し

た

。

◆

32

普

連

教

育

隊

２

区

隊

６

班

鈴

木

候

補

生

（

31

歳

）

は

「

入

隊

式

で

宣

誓

を

し

て

こ

れ

か

ら

一

生

懸

命

訓

練

に

励

ん

で

い

こ

う

と

身

が

引

き

締

ま

り

ま

し

た

」

と

話

し

た

。

◆

34

普

連

教

育

隊

２

区

隊

６

班

稲

川

候

補

生

（

18

歳

）

は

「

身

体

的

、

精

神

的

に

自

分

を

鍛

え

、

国

を

守

る

一

員

と

し

て

し

っ

か

り

頑

張

っ

て

い

き

た

い

」

と

話

し

た

。

◆

1

特

教

育

隊

２

区

隊

２

班

高

見

澤

候

補

生

（

19

歳

）

は

「

自

衛

官

と

し

て

の

道

を

切

り

開

く

べ

く

第

一

歩

と

し

て

入

隊

式

を

無

事

に

終

え

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

少

し

で

も

国

防

の

役

割

を

担

え

る

隊

員

に

な

れ

る

よ

う

、

日

々

精

進

し

て

い

き

た

い

で

す

」

と

話

し

た

。
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お

見
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上

げ
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私

は

今

年

の

始

め

に

仕

事

の

為

に

、

パ

ラ

オ

共

和

国

に

二

度

目

の

訪

問

を

し

ま

し

た

。

平

成

天

皇

皇

后

両

陛

下

が

ペ

リ

リ

ュ

ー

島

を

中

心

と

し

た

大

東

亜

戦

争

の

戦

没

者

御

慰

霊

の

為

行

幸

啓

さ

れ

た

事

で

御

承

知

の

方

も

多

い

と

思

い

ま

す

が

、

パ

ラ

オ

共

和

国

は

ミ

ク

ロ

ネ

シ

ア

地

域

の

島

々

か

ら

な

る

共

和

制

国

家

で

、

１

９

９

４

年

独

立

の

親

日

国

家

で

す

。

親

日

の

大

き

な

理

由

と

し

て

、

第

一

次

世

界

大

戦

の

戦

後

処

理

を

す

る

パ

リ

講

和

会

議

に

よ

り

、

ド

イ

ツ

の

植

民

地

支

配

か

ら

我

が

日

本

の

委

任

統

治

領

と

な

っ

た

の

で

す

が

、

我

々

の

先

達

が

ド

イ

ツ

時

代

に

は

行

わ

れ

な

か

っ

た

学

校

や

病

院

、

道

路

等

の

イ

ン

フ

ラ

整

備

や

貨

幣

経

済

へ

の

移

行

を

親

身

に

行

っ

た

事

に

よ

り

ま

す

。

こ

の

訪

問

時

に

レ

メ

ン

ゲ

サ

ウ

大

統

領

と

の

謁

見

を

戴

く

機

会

に

恵

ま

れ

ま

し

た

が

、

我

々

日

本

人

に

対

す

る

敬

意

と

尊

敬

の

念

が

ひ

し

ひ

し

と

伝

わ

り

、

当

時

の

パ

ラ

オ

の

人

達

に

真

摯

な

態

度

で

臨

ま

れ

た

英

霊

と

な

ら

れ

た

方

々

に

、

新

た

な

る

尊

敬

と

敬

意

の

念

を

強

く

し

ま

し

た

。

昭

和

の

30

年

前

後

に

産

ま

れ

た

方

々

は

私

を

含

め

て

、

我

日

本

の

歴

史

を

暗

黒

史

と

し

て

し

か

学

校

で

は

学

ん

で

い

ま

せ

ん

。

特

に

台

湾

や

朝

鮮

半

島

で

の

統

治

に

関

し

て

は

、

児

玉

源

太

郎

氏

や

後

藤

新

平

氏

も

ま

る

で

悪

人

と

な

っ

て

い

ま

す

。

歴

史

の

解

釈

に

於

い

て

は

、

そ

の

当

時

の

社

会

環

境

や

国

際

環

境

を

抜

き

に

は

判

断

が

出

来

ま

せ

ん

。

残

念

乍

ら

全

て

は

善

で

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

ょ

う

が

、

全

て

悪

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

当

時

の

清

国

で

化

外

の

地

と

さ

れ

て

い

た

台

湾

に

於

い

て

、

上

下

水

道

や

灌

漑

の

整

備

、

風

土

病

の

駆

逐

等

、

祖

国

の

整

備

発

展

を

削

っ

て

迄

成

し

て

来

ま

し

た

。

現

地

の

人

達

か

ら

搾

取

だ

け

を

目

的

な

ら

ば

、

台

北

や

平

城

に

帝

国

大

学

は

創

り

ま

せ

ん

。

現

地

の

人

達

に

は

教

育

は

無

用

ど

こ

ろ

か

、

将

来

の

禍

根

の

芽

を

作

り

ま

す

。

現

地

の

人

達

を

対

等

に

扱

い

、

人

間

性

を

尊

重

し

て

そ

の

関

係

を

築

い

て

来

た

か

ら

こ

そ

、

今

だ

に

我

々

日

本

人

に

感

謝

の

気

持

ち

を

持

っ

て

頂

い

て

い

る

の

で

す

。

今

こ

そ

我

々

の

先

達

の

成

し

て

来

た

こ

と

を

確

り

と

学

び

、

日

本

国

に

誇

り

を

持

て

る

日

本

人

と

し

て

、

日

々

の

生

活

や

行

動

を

す

る

と

誓

っ

た

パ

ラ

オ

共

和

国

へ

の

訪

問

で

し

た

。

海海海海

のののの

向向向向

ここここ

うううう

側側側側

でででで

見見見見

ええええ

るるるる

事事事事

昭

和

産

業

グ

ル

ー

プ

代

表

取

締

役

社

長

簱

智

良

久

様

中

野

義

弘

様

（

昭

島

市

）

青

山

智

美

様

（

昭

島

市

）

平

田

俊

彦

様

（

昭

島

市

）

石

坂

完

治

様

（

あ

き

る

野

市

秋

川

地

区

）

沖

倉

昭

男

様

（

あ

き

る

野

市

五

日

市

）

宮

嶋

照

夫

様

（

あ

き

る

野

市

五

日

市

）

髙

崎

高

雄

様

（

奥

多

摩

町

）

植

竹

義

明

様

（

小

平

市

）

岩

崎

五

六

様

（

立

川

市

）

鷹

取

芳

枝

様

（

立

川

市

）

中

島

孝

行

様

（

立

川

市

）

田

口

鉄

夫

様

（

東

村

山

市

）

島

﨑

清

二

様

（

東

久

留

米

市

）

千

葉

進

様

（

福

生

市

）

原

島

任

子

様

（

福

生

市

）

森

田

晴

雄

様

（

武

蔵

野

市

）

感感感感

謝謝謝謝
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受受受受

賞賞賞賞

おおおお
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でででで

とととと

うううう

ごごごご

ざざざざ

いいいい

まままま

すすすす
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防衛サロン

特

別

会

員

簱

智

良

久

（

昭

和

産

業

グ

ル

ー

プ

代

表

取

締

役

社

長

）

水

際

対

策

強

化

・

市

中

感

染

拡

大

防

止

に

全

力

宿泊施設への輸送支援

埼玉県における輸送支援

千葉県のホテルに

おける宿泊支援

東京都の宿泊施設における

宿泊支援

新

型

コ

ロ

ナ

災

害

派

遣

第１師団

各各各各

教教教教

育育育育

隊隊隊隊

でででで

入入入入

隊隊隊隊

式式式式

自

衛

官

候

補

生

の

船

出

を

祝

う青空の下「宣誓」をする

３２普連の自衛官候補生

「宣誓」をする1普連の

自衛官候補生

区隊旗を授与する

３４普連隊長

辞令書を交付する１特隊長

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

の

蔓

延

に

伴

い

、

令

和

２

年

５

月

28

日

に

予

定

し

て

い

た

東

京

都

防

衛

協

会

第

55

回

定

期

総

会

は

集

会

を

取

り

や

め

、

審

議

案

件

は

書

面

に

よ

り

議

決

さ

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

議

決

案

件

は

・

第

１

号

議

案

令

和

元

年

度

事

業

報

告

・

第

２

号

議

案

同

収

支

決

算

書

・

第

３

号

議

案

令

和

２

年

度

事

業

計

画

（

案

）

・

第

４

号

議

案

同

収

支

予

算

書

（

案

）

・

第

５

号

議

案

役

員

人

事

（

案

）

の

５

議

案

で

し

た

が

、

議

決

権

行

使

書

に

よ

る

採

決

の

結

果

、

全

て

の

議

案

が

賛

成

多

数

で

議

決

さ

れ

ま

し

た

。

ま

た

、

総

会

承

認

後

の

臨

時

理

事

会

（

書

面

議

決

）

に

お

い

て

、

副

会

長

、

理

事

長

、

常

任

理

事

の

各

役

員

が

選

出

さ

れ

ま

し

た

。

い

よ

い

よ

令

和

２

年

度

の

活

動

が

本

格

的

に

始

ま

り

ま

し

た

。

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

対

策

に

万

全

を

期

し

つ

つ

地

区

防

衛

協

会

及

び

特

別

会

員

の

皆

様

と

と

も

に

当

会

の

目

的

達

成

に

邁

進

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

東

京

都

防

衛

協

会

事

務

局

第第第第

55555555

回回回回

定定定定

期期期期

総総総総

会会会会

結結結結

果果果果
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感感感感

謝謝謝謝

状状状状



第

１

飛

行

隊

は

３

月

27

日

、

茨

城

県

大

子

町

花

瓶

山

に

お

い

て

発

生

し

た

山

林

火

災

に

対

し

て

災

害

派

遣

要

請

が

あ

り

、

第

12

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

隊

か

ら

の

支

援

を

受

け

、

空

中

消

火

活

動

及

び

空

中

消

火

活

動

の

統

制

に

当

た

っ

た

。

約

30

ヘ

ク

タ

ー

ル

の

延

焼

規

模

と

な

っ

た

が

、

28

日

14

時

30

分

に

大

子

町

消

防

本

部

が

鎮

圧

を

宣

言

、

こ

れ

を

受

け

15

時

5

分

撤

収

要

請

に

よ

り

災

害

派

遣

活

動

を

終

了

し

た

。

（

第

１

師

団

広

報

班

）

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

（

本

部

長

岸

良

知

樹

陸

将

補

）

は

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

の

感

染

拡

大

に

よ

る

政

府

の

緊

急

事

態

宣

言

発

令

に

伴

い

、

募

集

対

象

者

と

の

非

接

触

型

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

手

段

と

し

て

新

た

に

、

４

月

９

日

か

ら

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

に

よ

る

自

衛

官

採

用

説

明

及

び

個

別

相

談

を

実

施

し

て

い

る

。

事

前

に

受

験

相

談

を

申

し

込

ん

だ

参

加

者

は

、

指

定

さ

れ

た

時

期

に

そ

れ

ぞ

れ

の

パ

ソ

コ

ン

や

携

帯

電

話

か

ら

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

電

話

に

加

入

す

る

と

、

地

本

の

本

部

か

ら

配

信

さ

れ

る

映

像

を

確

認

し

た

り

、

チ

ャ

ッ

ト

機

能

等

に

よ

り

質

問

す

る

こ

と

が

可

能

に

な

る

。

オ

ン

ラ

イ

ン

に

よ

り

、

実

際

に

対

面

し

て

説

明

を

受

け

て

い

る

か

の

よ

う

な

臨

場

感

あ

ふ

れ

る

内

容

に

参

加

者

か

ら

は

「

動

画

で

の

説

明

が

大

変

わ

か

り

や

す

か

っ

た

」

等

の

感

想

が

多

数

寄

せ

ら

れ

た

。

東

京

地

本

は

緊

急

事

態

宣

言

下

に

お

い

て

、

今

後

も

メ

ー

ル

や

電

話

、

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

電

話

等

あ

ら

ゆ

る

手

段

を

活

用

し

、

対

象

者

目

線

に

立

っ

た

『

顔

の

見

え

る

』

募

集

活

動

を

積

極

的

に

実

施

し

て

い

く

と

し

て

い

る

。

（

東

京

地

方

協

力

本

部

）

協

賛

広

告

有

難

う

ご

ざ

い

ま

す

！

防

衛

省

の

御

膝

元

、

新

宿

区

で

令

和

２

年

２

月

５

日

付

で

東

京

都

防

衛

協

会

に

入

会

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

「

新

宿

区

防

衛

協

会

」

で

す

。

役

員

は

高

田

馬

場

、

大

久

保

、

牛

込

地

域

を

中

心

に

各

地

域

で

活

躍

さ

れ

て

お

り

、

自

衛

隊

の

活

動

に

強

く

賛

同

さ

れ

て

い

る

企

業

経

営

者

、

大

学

校

関

係

者

の

方

々

で

構

成

し

て

お

り

ま

す

。

５

月

19

日

に

設

立

総

会

を

開

催

し

、

東

京

都

防

衛

協

会

役

員

の

方

々

に

も

ご

臨

席

を

賜

り

、

同

時

に

武

内

理

事

長

よ

り

設

立

記

念

講

演

を

し

て

い

た

だ

き

、

会

を

無

事

ス

タ

ー

ト

さ

せ

る

事

が

で

き

ま

し

た

。

今

後

は

、

会

の

趣

旨

で

あ

る

「

防

衛

意

識

の

普

及

高

揚

と

災

害

時

等

に

お

け

る

緊

急

援

助

活

動

部

隊

」

と

し

て

も

自

衛

隊

を

激

励

支

援

し

な

が

ら

、

東

京

都

防

衛

協

会

と

の

連

携

を

図

り

、

諸

行

事

へ

の

参

画

、

新

宿

地

区

に

お

け

る

会

員

拡

大

を

推

進

し

て

ま

い

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

今

後

と

も

よ

ろ

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

事

務

局

長

樋

山

真

一

日

の

出

町

防

衛

協

会

は

第

15

回

定

期

総

会

を

令

和

元

年

10

月

19

日

（

土

）

に

「

ひ

の

で

グ

リ

ー

ン

プ

ラ

ザ

」

に

於

い

て

開

催

し

、

令

和

元

年

度

の

活

動

が

始

ま

り

ま

し

た

。

総

会

は

台

風

19

号

の

豪

雨

災

害

発

生

一

週

間

後

と

い

う

被

害

復

旧

作

業

に

忙

殺

さ

れ

る

最

中

の

開

催

で

し

た

が

、

来

賓

と

し

て

日

の

出

町

長

、

日

の

出

町

議

会

議

長

、

衆

議

院

議

員

、

都

議

会

議

員

、

福

生

募

集

案

内

所

、

東

京

都

防

衛

協

会

外

関

係

団

体

代

表

者

多

数

の

ご

臨

席

の

下

に

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

平

成

30

年

度

事

業

報

告

、

平

成

30

年

度

の

決

算

報

告

の

２

議

案

の

審

議

後

、

令

和

元

年

度

事

業

計

画

（

案

）

、

令

和

元

年

度

予

算

（

案

）

の

２

議

案

を

審

議

し

、

提

出

さ

れ

た

４

件

の

議

案

全

て

を

原

案

の

通

り

承

認

可

決

し

て

総

会

を

終

了

し

ま

し

た

。

続

い

て

総

会

出

席

者

全

員

が

参

加

し

恒

例

の

懇

親

会

が

和

気

藹

々

の

う

ち

に

進

み

、

17

時

30

分

に

会

長

の

手

締

め

で

お

開

き

に

な

り

総

会

当

日

の

全

日

程

が

終

了

し

ま

し

た

。

日

の

出

町

防

衛

協

会

は

、

自

衛

隊

の

後

方

支

援

を

目

的

と

し

て

、

陸

・

海

・

空

自

衛

隊

の

関

連

施

設

の

視

察

・

見

学

研

修

等

を

通

じ

て

防

衛

意

識

の

高

揚

・

普

及

に

努

め

、

会

の

活

性

化

を

図

る

方

策

を

模

索

中

で

す

。

ま

た

本

年

２

月

中

旬

か

ら

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

拡

大

防

止

対

策

の

為

の

活

動

自

粛

は

緊

急

事

態

宣

言

解

除

ま

で

継

続

の

予

定

で

す

。会

長

嶋

﨑

明

東

京

23

区

の

城

南

地

区

に

位

置

す

る

目

黒

区

は

１

４

．

６

７

平

方

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

の

小

さ

な

区

で

す

が

自

衛

隊

の

施

設

が

二

つ

所

在

し

ま

す

。

一

つ

は

戦

前

か

ら

の

艦

艇

研

究

所

で

お

な

じ

み

の

目

黒

基

地

で

す

。

現

在

は

陸

海

空

の

幹

部

学

校

と

し

て

の

役

割

も

あ

り

、

防

衛

協

会

と

し

て

も

、

様

々

な

行

事

に

お

招

き

を

受

け

る

事

が

あ

り

ま

す

。

も

う

一

つ

は

、

陸

上

自

衛

隊

衛

生

学

校

や

自

衛

隊

中

央

病

院

を

擁

す

る

三

宿

駐

屯

地

で

す

。

こ

ち

ら

も

若

い

隊

員

が

多

く

、

観

桜

会

や

盆

踊

り

の

納

涼

祭

な

ど

、

家

族

ぐ

る

み

の

行

事

に

防

衛

協

会

を

お

招

き

い

た

だ

い

て

い

ま

す

。

目

黒

区

防

衛

協

会

は

、

五

反

田

募

集

案

内

所

、

家

族

会

な

ど

と

共

に

、

区

主

催

の

行

事

や

、

広

報

活

動

に

も

積

極

的

に

協

働

し

、

参

加

し

て

お

り

一

月

に

は

成

人

式

会

場

で

の

募

集

活

動

を

ア

シ

ス

ト

し

ま

し

た

。

コ

ロ

ナ

禍

、

都

内

を

飛

ん

だ

ブ

ル

ー

イ

ン

パ

ル

ス

は

大

き

な

希

望

を

国

民

に

与

え

て

く

れ

ま

し

た

が

、

感

染

の

現

場

で

も

自

衛

隊

の

果

た

す

役

割

は

重

要

で

あ

り

、

国

難

と

も

い

え

る

こ

の

状

況

を

私

た

ち

は

自

衛

隊

と

共

に

前

に

進

み

ま

す

。会

長

小

野

瀬

康

裕

地区防衛協会コーナー

新新新新

宿宿宿宿

区区区区

日日日日

のののの

出出出出

町町町町

目目目目

黒黒黒黒

区区区区

第１師団司令部付隊 佐藤３曹は、陸上幕僚

監部が発行する部内広報誌「ＡＲＭＹ」の写真

コンテスト「ＰＨＯＴＯ ＯＦ ＴＨＥ ＹＥＡ

Ｒ ２０１９」に応募し、約１，０００作品の

中から特別賞（小見哲彦賞）を受賞し、昨年に

引き続き２回連続４度目

の受賞となった。

佐藤３曹は「広報陸曹

として大変名誉なことで

あり、更なる撮影技術の

向上を目指す良いきっか

けとなりました。今後も

部隊の広報活動に寄与で

きるよう努力していきま

す」と喜びを語った。

写真コンテスト「特別賞受賞」！

ＵＨ‐１に消火用バケット

を取付ける隊員

茨茨茨茨

城城城城

県県県県

大大大大

子子子子

町町町町

でででで

山山山山

林林林林

火火火火

災災災災

１１１１

飛飛飛飛

がががが

災災災災

害害害害

派派派派

遣遣遣遣

活活活活

動動動動

師師師師団団団団

ＦＦＦＦＢＢＢＢ

師師師師団団団団

TTTTwwwwiiiitttttttteeeerrrr

ネネネネ

ッッッッ

トトトト

電電電電

話話話話

でででで

採採採採

用用用用

説説説説

明明明明

～～～～

東東東東

京京京京

地地地地

本本本本

でででで

初初初初

のののの

試試試試

みみみみ

～～～～概要説明

地地地地本本本本

TTTTwwwwiiiitttttttteeeerrrr

新宿区防衛協会設立総会

〇

離

任

事

務

局

長谷

口

和

代

我

が

国

の

平

和

と

繁

栄

を

願

う

非

営

利

団

体

の

事

務

局

長

と

し

て

会

員

の

皆

様

と

は

様

々

な

行

事

を

通

じ

「

一

期

一

会

」

の

精

神

で

精

一

杯

努

め

さ

せ

て

頂

い

た

と

自

負

し

て

お

り

ま

す

。

皆

様

の

笑

顔

と

叱

咤

激

励

が

私

の

人

生

の

大

切

な

一

頁

で

し

た

。

感

謝

の

気

持

ち

と

共

に

皆

様

の

ご

健

勝

を

祈

念

申

し

上

げ

ま

す

。

本

当

に

有

難

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

〇

新

任

事

務

局

長浅

見

憲

司

今

年

六

月

一

日

付

を

も

っ

て

谷

口

事

務

局

長

の

後

任

と

し

て

着

任

致

し

ま

し

た

。

東

京

都

防

衛

協

会

は

防

衛

協

会

の

生

み

の

親

と

し

て

道

府

県

防

衛

協

会

に

先

駆

け

て

自

衛

隊

の

行

動

及

び

自

衛

官

の

活

躍

に

対

し

積

極

的

支

援

を

行

っ

て

参

り

ま

し

た

。

こ

れ

か

ら

も

地

区

協

会

の

皆

様

と

と

も

に

こ

れ

ら

の

絆

を

大

切

に

、

三

十

有

余

年

の

自

衛

官

と

し

て

の

経

験

と

十

年

以

上

に

渡

る

民

間

企

業

で

の

勤

務

経

験

を

活

か

し

て

、

こ

の

重

責

を

全

う

し

て

参

り

た

い

と

決

意

し

て

お

り

ま

す

。

宜

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

参加者の視聴画面

事

務

局

長

交

代

の

ご

挨

拶

五反田募集案内所

所員とともに

医療従事者激励飛行

ブルーインパルス


